	主題

生物多様性の維持とキーストン種



	副題
潮間帯の生物多様性を維持するしくみ


	目的

　高等学校の生物基礎では「生物多様性」について学ぶ。単に多様な生物が共存しているという現状だけではなく、その多様性が維持されている「しくみ」について理解を深めるために、ペインの実験をテーマにした潮間帯の生物観察を実施する。小学校・中学校の既習事項である「食う食われる関係」と「食物連鎖」を岩礁の生物の間に見いだして、キーストン種による捕食が生物多様性を維持するしくみを、実感をともなって学ぶ場とする。
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	材料と方法
　大潮の干潮時を選び、身近な岩礁の潮間帯で固着生活しているイガイやフジツボ等のプランクトン食の生物とヒトデやイボニシ等の肉食の生物を観察する。海岸での実習がはじめての指導者は、博物館及び自然保護団体が主催する観察会への参加等を通して、生物の同定と野外実習の進め方を事前に周知しておくと良い。

	予測できる結果
　「食われる」側のイガイやフジツボのごく近くに、「食う」側のヒトデやイボニシが住んでいることがわかる。イガイやフジツボを観察すると、孔を開けられて食べられた個体が、そこここにいることもわかる。多様な生物が岩礁いっぱいに固着している中で、食う食われる関係が作り出す「食物連鎖」と固着する生物の間の「空間を巡る競争」を実感できる。

	概要・実習の背景
　食う食われる関係と「食物連鎖」については、小学校６年生・中学校３年生で学んでいる。生物基礎では、「生物多様性」が「食物連鎖・食物網」とともに取り上げられており、ペインの実験を紹介している教科書が多い。潮間帯の生物観察を実施して、生物多様性の実地観察とペインの実験が示したキーストン種について理解を深めることを提案する。

　実習が困難な場合は、和歌山県田辺市天神崎・和歌山市加太にて、観察した資料を作成したので、提示された事実に基づいて生徒が自力で考察することも可能である。
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